白 (しろ)いぼうし
あまん　きみこ　作
「これはレモンの匂 (にお)いですか。」
堀端 (ほりばた)で乗 (の)せたお客 (きゃく)の紳士 (しんし)が、話 (はな)しかけました。
「いいえ、夏 (なつ)みかんですよ。」
信号 (しんごう)が赤 (あか)なので、ブレーキをかけてから、運転手 (うんてんしゅ)の松井 (まつい)さんは、にこにこして答 (こた)えました。
　今日 (きょう)は六月 (ろくがつ)のはじめ。
　夏 (なつ)がいきなり始 (はじ)まったような暑 (あつ)い日 (ひ)です。
松井 (まつい)さんもお客 (きゃく)も、白 (しろ)いワイシャツの袖 (そで)を腕 (うで)までたくし上 (あ)げていました。
「ほう、夏 (なつ)みかんてのは、こんなに匂 (にお)うものですか。」
「もぎたてなのです。昨日 (きのう)、田舎 (いなか)のおふくろが、速達 (そくたつ)で送 (おく)ってくれました。匂 (にお)いまで私 (わたし)に届 (とど)けたかったのでしょう。」
「ほう、ほう。」
「あまり嬉 (うれ)しかったので、一番 (いちばん)大 (おお)きいのを、この車 (くるま)に載 (の)せてきたのですよ。」
　信号 (しんごう)が青 (あお)に変 (か)わると、たくさんの車 (くるま)がいっせいに走 (はし)り出しました。
その大通 (おおどお)りを曲 (ま)がって、細 (ほそ)い裏通 (うらどお)りに入 (はい)った所 (ところ)で、紳士 (しんし)は降 (お)りていきました。
　アクセルを踏 (ふ)もうとしたとき、松井 (まつい)さんは、はっとしました。「おや、車 (くるま)道のあんなすぐそばに、小 (ちい)さな帽子 (ぼうし)が落 (お)ちているぞ。風 (かぜ)がもう一 (ひと)吹 (ふ)きもすれば、車 (くるま)がひいてしまうわい。」
緑 (みどり)が揺 (ゆ)れている柳 (やなぎ)の下 (した)に、可愛 (かわい)い白 (しろ)い帽子 (ぼうし)がちょこんと置 (お)いてあります。
松井 (まつい)さんは車 (くるま)から出 (で)ました。
　そして、帽子 (ぼうし)をつまみ上 (あ)げたとたん、ふわっと何 (なに)かが飛 (と)び出 (だ)しました。
「あれっ。」
紋白蝶 (もんしろちょう)です。慌 (あわ)てて帽子 (ぼうし)を振 (ふ)り回 (まわ)しました。そんな松井 (まつい)さんの目 (め)の前 (まえ)を、蝶 (ちょう)はひらひらと高 (たか)く舞 (ま)い上 (あ)がると、並木 (なみき)の緑 (みどり)の向 (む)こうに見 (み)えなくなってしまいました。

